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平成29年を迎えるにあたり、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
昨年は、４月の熊本地方を震源とする地震災害をはじめ、九州地方、北海道・

東北地方の豪雨災害、10月の鳥取県中部地震など広範囲にわたる災害によって、国内各地で甚大な
被害に見舞われました。いまだに多くの方がたがたいへん不便な生活を余儀なくされておりますこと
に、心よりお見舞い申し上げますとともに、１日も早い復旧と復興をお祈りいたします。
また、熊本地震災害直後の支援活動においては、全国の食品衛生協会や会員の皆さまをはじめ、食
品関係企業など多くの方からの義援金や衛生用品の支援物資、さらには近県市食協からの食品衛生指
導員や役職員による人的支援のご協力などを賜りましたことに、あらためて御礼申し上げます。昨年
11月には皆さまからのご支援・ご協力に対し熊本県知事からの感謝状を代表して頂戴いたしました。
さて、昨年の３月からHACCPの義務化・制度化の検討が厚生労働省で始まっており、10月には
検討会の中間とりまとめが発表されました。本年は、このHACCPについて、食品衛生協会としてど
のように取り組んでいくのかが大きな課題です。まずは食品等事業者においてHACCPに関する知識
の普及が重要であり、加えて食品等事業者を支援するために、十分な知識を有し適切な助言ができる
人材の育成に取り組んでまいります。
さらには、ノロウイルスによる健康被害を防止するために、各都道府県市食協や地区食協が自治体
や地域保健所と連携している「ノロウイルス食中毒予防強化期間」事業や食中毒の未然防止を目的と
した手洗い指導のスペシャリスト「手洗いマイスター」の育成事業、食品等事業者における自主衛生
管理の推進や消費者に対する適切な情報提供を目的とした「食の安心・安全・五つ星事業」など、さ
まざまな事業を通じ、「食の安全を守る」という食品衛生協会の役割をしっかりと果たしてまいりた
いと考えています。
結びにあたり、本年におきましても、全国の食品衛生協会と連携を図り、指導員活動を中核とした
食品衛生に関連する諸事業を積極的に推進してまいりますので、なお一層のご理解とご協力をお願い
申し上げますとともに、皆さまがたの今後ますますのご活躍とご健勝、災害のない穏やかな１年とな
りますことを祈念し、新年のご挨拶といたします。

年頭所感

  食協の果たす役割と連携
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平成 28年熊本地震に係る感謝状贈呈式 出席

第 41回欧州食品衛生調査団
～国内外のHACCPに精通する豊福肇先生と行く欧州～

報告

11月16日（水）にホテル熊本テルサにて、熊本県
主催で「平成28年熊本地震に係る感謝状贈呈式」が
開催され、熊本地震の支援に功績のあった193団体
に熊本県知事より感謝状の
贈呈がありました。
日本食品衛生協会鵜飼良
平理事長（代理	桑﨑専務理
事）、熊本県食品衛生協会
二階堂輝男会長が、蒲島郁
夫熊本県知事より感謝状を
贈呈いただきました。
この感謝状は全国の食品
衛生協会ならびに会員各位

の絶大なるご支援のたまものです。改めて全国の皆
さまのご支援、ご協力に深くお礼を申し上げ、ご報
告させていただきます。	 （総務部）

10月30日（日）～11月５日（土）の日程で、食品
等製造メーカー、検査機関等、さまざまな業種、年
齢で構成された団員19名により欧州食品衛生調査
団が実施されました。昭和46年からはじまった本調
査団も今回で41回目の開催となり、海外の食品衛生
に関する取組み（食品衛生行政施設、工場等）を調査
する目的で行っています。特に今回はHACCPの実
施状況に重点を置き、国内外のHACCPに精通する
山口大学共同獣医学部の豊福肇教授にコーディネー
ターとしてご参加いただき実施する特別な調査団と
なりました。
１都市目のスイス・ジュネーブでは事業共同体で
の乳製品工場の視察、WHO（世界保健機関）でWHO
の役割等の講義を、２都市目のイタリア・ローマでは、

FAO（国際連合食糧農業機関）、CodexでHACCPの
導入支援やCodexの役割について、３都市目のデン
マーク・コペンハーゲンでは政府（DVFA：デンマー
ク獣医食品管理局、日本の農林水産省、厚生労働省
に相当）で実施しているスマイリースキーム（消費者
へ検査の結果を公表する制度）やHACCPの導入支援
等の実際を知り、また、乳製品メーカーでの工場視
察とボリューム満点の調査を行いました。
各種国際会議等に出席され、ご経験が豊富な豊福
先生には、訪問施設の調整から現地での通訳、視察
の合間のコーディネートまでなにからなにまでお世
話になり有意義な視察ができたのはもちろん、団員
の結束も強くなり、ハードながらも実りある調査団
となりました。	 （総務部 松山	義広）

蒲島県知事より感謝状を受け取る桑﨑専務理事

ジュネーブでの記念撮影

熊本県支部二階堂会長と記念撮影

デンマークでの工場視察の様子
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山梨県支部では、「ノロウイルス食中毒予防講習会」
を11月25日（金）、12月１日（木）、21日（水）に開催、
食品関係事業者・福祉施設関係者・一般消費者を対象
に計約210名の方にご参加いただきました。
講習会では、「ノロウイルス食中毒の基礎知識」と題
し、保健所食品衛生監視員より県内を含むノロウイル
スの発生状況や特徴、対策などについて説明があった
後、衛生資材メーカーによる適切な手洗い方法の説明
や疑似の吐物を使用した嘔吐物処理の実演を行いまし
た。希望者には休憩時間や講習会終了後に、手洗い
チェッカーを用いた手洗い実験を行っていただきまし
た。
募集人数を上回る多くの方がたにご参加いただき、
ノロウイルスの関心の高さがうかがえました。参加者
のアンケートでは、「汚物処理のデモンストレーション
を実際に見ることができて参考になった」「現場でも、
全職員が実践できるよう伝えたい」「手洗いチェッカー
で洗浄不足の箇所がわかり、とても参考になった」な
どの声が聞かれました。
参加者にはノロウイルス対策として、手指消毒アル
コールを配布し、日頃の手洗いの徹底を呼びかけました。

日食協が開催する５つの委員会のうちの１つである組織改革委員会を、11月21日（月）午後１時30分より
食品衛生センター５階講堂にて開催いたしました。
社会環境の変化や、消費者の価値観の多様化に伴う課題に対し、調査研究を行い各種事業の整備および強
化等に資することを目的とする本委員会は、藤原委員長（前兵庫県支部長）を議長とし、第４回組織改革委員
会の意見の確認後、組織改革委員会のテーマの確認と今後の取組みが協議されました。
特に、各支部に対するアンケート調査結果による支部長の選任や定年制、支部の会員加入状況や運営財源
などについて各委員から活発な意見交換がなされ、それらをふまえた今後の取組みについて協議し、終了い
たしました。	 （総務部 高野	綾子）

「ノロウイルス食中毒予防講習会」を開催	 山梨県支部事務局より

第5回組織改革委員会 開催

ノロウイルス食中毒予防強化期間 支部・支所の取組み報告

藤原委員長

洗い残しはないかな？

嘔吐物処理体験中

食協組織の強化方法について意見交換



平成29年1月1日発行

日食協ニュース／No.529

4

日食協は今年度から、農林水産省補助事
業「食品の品質管理体制強化対策事業」の
うち、「HACCPに関するフォローアップ
及び普及啓発の実施」を受託しております。
本事業では、HACCPによる衛生管理を
導入して間もない事業者に対して、
HACCPによる衛生管理が適切に行われて
いるかを確認するとともに、事業者におけ
る運用が適切に、また円滑に実施できるよ
うアドバイスを行い、支援することとして
おります。
現在、全国12事業者に対して、HACC	

P指導者養成研修会の講師をコーディネーターとし、
HACCP普及指導員等によるチームを派遣しており
ます。
事業者からは、「コンサルタント任せにしていた

が、わが社のHACCPの運用でポイントとなる事項
が明確になった」「HACCPのレベルアップや定着化
に向けて効果的である」、など、HACCPのレベルアッ
プやPDCAの実施による定着化に向けて効果的であ
ると、好評をいただいております。

また、本事業では、消費者の理解促進、事業者の
導入促進を実施することとなっており、このたび、
普及啓発用のリーフレットを20万部作成いたしま
した。作成に当たってはフォローアップを受けてい
る事業者の方にご協力いただきました。
消費者を中心に、これからHACCPの導入を目指
す事業者等に向けて、各支部を通して、指導員活動
や各種講習会、イベント等で配付していただいてい
るところです。	 （公益事業部 太田	敬司）

平成28年度農林水産省補助事業
「HACCPに関するフォローアップ及び普及啓発の実施」事業実施中

普及啓発用リーフレット

報告

講師のアドバイスをもとに熱心に議論するHACCPチーム
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こちら

食品衛
生研究

所 平成28年度食品衛生協会検査機関
連絡協議会幹事会・総会 開催

11月17日（木）日食協食品衛生研究所において、
平成28年度食品衛生協会検査機関連絡協議会幹事
会・総会を開催いたしました。
当連絡協議会は、日食協と検査機関を運営する支
部（東京都、埼玉県、山梨県、長野県、愛知県、大阪、
広島市、高知県、長崎県）で構成されており、各機関
が直面する技術的な諸問題についての協議や、協力
体制の構築等を通じて、公衆衛生の向上および増進
に寄与することを目的としています。
今年度は、日食協が当番機関として事務局を担当
し、食品衛生研究所を会場に幹事会・総会が開催され、
「平成27年度収支決算報告」「平成28年度収支予算
（案）」について議決されました。さらに、各機関か
らの協議事項として、検査事務のOA化や細菌検査
における内部精度管理の実施方法、また、衛生指導
事業の実施状況等、多岐にわたる議題が挙げられ、

活発な意見交換がなされました。近年の検査事業に
おける低価格競争の激化から、業務の省力化および
効率化、ISO17025認定取得の検討など、各機関
がさまざまな課題に苦慮していることがうかがえま
した。
総会終了後には、微生物、理化学の各試験室と技
術研修室などの施設をご覧いただき、すべての日程
を終了いたしました。
なお、次年度は広島市での開催を予定しております。
	 （検査事業部 土屋	勝彦）

各機関からの協議事項について議論する総会の様子

日食協生産物品質保険制度のご案内
皆さまは「日食協生産物品質保険制度」をご存じで
しょうか。名前だけは見たことはあるが、よくわか
らないという方も多いと思います。今回は皆さまに
とってあまり馴染みのないこの生産物品質保険制度
についてご案内いたします。
日食協生産物賠償責任保険制度は、いわゆる「リ
コール 」が発生した際に発生する各種費用等（回収
等費用・喪失利益・コンサルティング費用・広告宣

伝活動等費用）に備えるための保険です。そのため、
製造業の皆さまにご加入いただくことが多い制度で
すが、最近では飲食店の皆さまも独自商品を販売さ
れているケースもありますので、この機会に一度ご
案内いただければと思います。

※身体障害が発生、または、発生させるおそれがある場合。
詳細はパンフレット「生産物品質保険のご案内」にてご確認
ください。

※

回収費用そのものよりも、社告等のために発生す
る費用が高額化する傾向にあります。社告（社会面
２段10センチ程度）でかかる費用の参考値として、
全国紙で１社 400万円～、ブロック紙で１社
60～120万円、地方紙で１社 40～60万円とい

われています。
制度の概要、ご加入のお手続きにつきましては、
普及推進員（三井住友海上火災保険㈱代理店）へお問
い合わせください。
	 （共済部 藤原	彩香）

日食協生産物品質保険制度における事故例
事 故 内 容

加入者が卸した果汁に酵母が混入し、その果汁を使用して作成された酒が発酵して容器が破裂。身体障害を発生さ
せるおそれがあるため、商品回収を行った。
加入者が製造したソーセージの賞味期限を誤って1年以上長く表示してしまったため、身体障害を発生させるおそ
れがあるため、社告、商品回収を行った。
加入者が製造販売した菓子のアレルギー表示漏れが発覚し、身体障害を発生させるおそれがあるため、社告、商品
回収を行った。
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露店営業による施設賠償事故！「あんしんフード君」でトータル補償を
「あんしんフード君」・「食品営業賠償共済」 共済金の支払い状況

支払い日（2016.11.1 ～ 11.30抜粋）

原因物質等 事故発生日 支部名 支所名 加入コース 業種名
年間掛金（円）

事故の概況 被害者数 共済金額（円）
休業掛金（円）

施設	
賠償事故

2016.7.24 北九州市 戸 畑 あんしん
フード君

仕出し・弁当	
食料品販売業

11,000 店頭で唐揚げの露店販売を行ってい
たところフライヤーが倒れ、通行人に
火傷を負わせた。

3 施：4,644,980	
被：530,000

2016.8.28 福島県 いわき レギュラー す し

33,000
11,700

（施：4,100）

店舗敷地内コインパーキングの駐車
車両が加入者の誘導にて発車したと
ころ、車止めが下がっておらず車両を
破損させた。

― 施：442,573

2016.7.5 仙台市 青葉区 あんしん
フード君 飲食店 31,200

6,100
シンクの排水管が詰まっていたため
漏水し、階下を汚損させた。

― 施：479,886

2016.8.12 熊本県 八 代 あんしん
フード君 食品製造業

299,100 商品を搬入していたところカートが
強風で流され、駐車車両に当たり破損
させた。

― 施：308,012

2016.5.7 東京都 麻 布 あんしん
フード君 飲食店

19,400 出展したイベントにて従業員が片づ
けをしている際に、誤って使用済みの
油をこぼし、床のタイルを汚損させ
た。

― 施：439,982

2016.10.6 石川県 金沢市 あんしん
フード君

飲食店	
食料品販売業	
食品製造業

9,000 従業員が器に使用するため竹を切っ
たところお客の駐車車両へ倒れ破損
させた。

― 施：140,267

2016.7.2 大 阪 西淀川 あんしん
フード君 す し

7,500 従業員が配膳の際に誤ってみそ汁を
こぼし、お客の腹部に火傷を負わせ
た。過剰な賠償請求があったため示
談困難と判断し弁護士に委任。

1 施：243,661	
弁：327,044	
被：11,728

2016.8.31 佐賀県 杵 藤 あんしん
フード君

仕出し・弁当	
飲食店	

食料品販売業

13,900	
8,900

店舗で飼っていた犬がお客に噛みつ
き負傷させた。

1 施：118,690

2016.8.17 愛知県 一 宮 あんしん
フード君 飲食店

31,200 レジ前に設置していた幼児用の踏み
台に子供が乗ったところ、設置状態に
不備があり、落下し前歯を折損した。

1 施：33,440

アニサキス 2016.10.7 福岡県 京 築 あんしん
フード君

飲食店	
食料品販売業

9,000	
400

販売したサバによるアニサキス食中
毒。

2 賠：105,578	
被：4,320

ノロウイルス
2015.11.29 福島県 県 中 レギュラー 飲食店 2,700	

400
提供した料理によるノロウイルス食
中毒。

5 賠：130,810	
休：27,124

2016.6.5 長野県 ながの あんしん
フード君 飲食店 9,000 提供した料理によるノロウイルス食

中毒。
22 賠：412,500	

消：96,876

カンピロ	
バクター

2016.9.15 京都市 中 京 あんしん
フード君 飲食店 9,000 提供したとり刺しによる食中毒。 2 賠：73,730	

生：4,578
2016.9.1 宮崎県 宮崎市 レギュラー 飲食店 2,700 提供したとり肉による食中毒。 3 賠：291,250

サルモネラ 2016.9.17 長野県 伊 那 あんしん
フード君

仕出し・弁当	
飲食店

11,000 提供した料理による食中毒。各種費
用にて見舞品代および検査費用、飲食
代の返金費用を支払う。

14 賠：970,448	
被：12,413	
初：11,520	
生：52,330

腸管出血性	
大腸菌 2016.7.1 群馬県 高 崎 レギュラー 飲食店 49,100 提供したパスタによる食中毒。 2 賠：857,137

異物混入
2016.9.14 静岡県 静岡市 あんしん

フード君 仕出し・弁当 885,200 販売した弁当の切干大根に異物が混
入しており、喫食したお客が負傷した。

1 賠：21,780

2016.10.12 川崎市 川崎区 あんしん
フード君 飲食店 66,500 提供したウナギを喫食したお客の喉

に骨が刺さり負傷させた。
1 賠：12,870

容器の欠陥 2016.8.16 奈良県 葛 城 あんしん
フード君 飲食店

9,000 販売したトマトジュースをお客が自宅
で飲もうとしたところ瓶の底部が外
れ、カーペットと畳を汚損させた。

― 賠：37,400

受託物	
賠償事故

2016.9.15 福岡県 京 築 あんしん
フード君 飲食店 16,400 施設内で起きた火災事故により、お客

から預かっていた食材が損傷した。
― 受：46,516

2016.10.3 兵庫県 姫路市 あんしん
フード君 飲食店 9,000 店内でお客の靴が盗難にあった。 ― 受：11,638

2016.5.11 岩手県 盛岡市 あんしん
フード君 飲食店 9,000	

400
お客から預かったアンプを誤って破
損させた。

― 受：27,265

※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。 賠：生産物賠償金、施：施設賠償金、受：受託物賠償金、休：店舗休業補償金
被：被害者治療費等、初：初期対応費用、消：消毒費用、生：生産物自体の損害、弁：弁護士費用

今回は施設賠償事故による高額支払い事例をご紹介します。夏祭りにて加入者が店舗前の路上で唐揚げを販売し、片づけ時
に持ち上げたフライヤーが倒れ、熱した油が近くの露店を見ていたお客にかかり火傷を負わせました。本件は11月末日現在、
累計で5,816,688円（内訳 損害賠償金：4,806,080円、被害者治療費等：530,000円、特別費用：480,608円）をお支
払いしております。この事故では幼いお子さまを含む10名の方が被害に遭われており、いまだすべての被害者とは示談が完
了しておらず、最終的な示談額はかなりの高額になると予想されております。このように会員の皆さまを取り巻くリスクは提
供した飲食物による事故に限らず、施設の管理不備や業務中の過失による事故など多岐にわたります。被害者への十分な補償、
高額な損害賠償金による経営の圧迫を防ぐためにも、「あんしんフード君」をお勧めくださいますようお願い申し上げます。
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電話通訳サービスを活用した「４カ国語対応」の開始
三井住友海上火災保険株式会社

広域法人部営業第一課 VOL.155

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス	グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：原	典之）ならびにあいおい
ニッセイ同和損害保険株式会社（社長：金杉	恭三）は、2016年11月１日から、電話通訳サービスを活用し
た「４カ国語対応」を開始しました。本サービスは、多言語対応の充実を図ることにより、日本語でのコミュ
ニケーションが困難なお客さまに対する迅速かつ高品質なサービスの提供を目的としています。ＭＳ＆ＡＤ
インシュアランス	グループは、今後もグループ一体となって外国人の方々に安心と安全を提供すべく、お客
さまサービスのさらなる品質向上に努めていきます。

サービスの概要
お客さま、保険会社の担当者、通訳オペレータの３者が電話回線を同時接続し、お客さまと担当者が通訳
オペレータを介して会話することで、リアルタイムでスムーズなやりとりを可能にします。

「４カ国語対応」サービス
提供開始日 2016年11月１日
対 応 言 語 英語、中国語、韓国語、ポルトガル語※１※２

対 象 種 目 自動車、火災、傷害、新種
対 応 拠 点 事故受付センター、全国の事故対応センター、コンタクトセンター※２

対 応 時 間
事故受付センター 英 語：全日24時間※１

英語以外：全日９時～22時
全国の事故対応センター 平日９時～17時
コンタクトセンター 平日９時～20時※３、土日祝日９時～17時

（※１）	三井住友海上は、これまでの３カ国語（英語・中国語・韓国語）に加え、ポルトガル語対応を開始します。また、事故受付センターでの英語
対応を24時間に拡充します。

（※２）	あいおいニッセイ同和損保は、これまでの事故受付センターでの英語対応（24時間）に加え、４カ国語対応および全国の事故対応センター・
コンタクトセンターでの対応を開始します。

（※３）あいおいニッセイ同和損保は、平日９時～19時までの対応となります。

（公財）生命保険文化センターが実施した「第54回（2016年度）中学生作文コンクール」への応募があった27,425編の作品のなかから、
見事「文部科学大臣賞」を受賞した作品「母の笑顔と朝顔と」を紹介します。

今
年
も
庭
先
で
朝
顔
が
咲
い
た
。
母
が
好
き
な

花
だ
。
育
て
や
す
い
し
、上
へ
上
へ
と
の
び
る
ツ
ル
。

夏
の
朝
、
蝉
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
出
し
、『
今
日
も
一

日
、
暑
苦
し
い
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
』と
い
う
鬱
陶
し
い

気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
朝
露
を
う
け
て
凛
と
咲
く
姿

は
、
心
に
さ
わ
や
か
な
風
を
届
け
て
く
れ
る
。
僕
は

ビ
ー
玉
の
よ
う
な
滴
を
湛
え
た
朝
顔
を
見
な
が
ら

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
頬
張
っ
た
。
朝
顔
に
水
を

や
り
な
が
ら
母
が
呆
れ
顔
で
言
う
。

「
ま
た
、
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
ア
イ
ス
食
べ
て
！
お
腹
壊

す
よ
！
」

「
大
丈
夫
だ
よ
。
コ
レ
く
ら
い
。」

「
健
康
な
と
き
に
は
、
健
康
の
有
難
み
に
気
付
か
な

い
も
ん
よ
。」

ま
た
い
つ
も
の
母
の
口
癖
が
始
ま
っ
た
。

母
は
三
年
前
、
卵
巣
摘
出
手
術
を
受
け
た
。
入

院
し
、
退
院
し
て
か
ら
も
長
い
間
、
仕
事
に
行
け
な

か
っ
た
。

「
暫
く
家
で
の
ん
び
り
す
る
わ
ね
。」

笑
顔
の
母
と
は
対
照
的
に
、
僕
は
不
安
で
堪
ら
な

か
っ
た
。

僕
の
家
は
母
子
家
庭
で
、
母
の
収
入
だ
け
で
成
り

立
っ
て
い
る
。

『
母
が
こ
の
ま
ま
仕
事
に
行
け
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
僕
た
ち
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
。』

路
頭
に
迷
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

『
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
ま
ま
母
が
死
ん
で
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。』

そ
う
思
う
と
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
に
な
っ
た
。
僕

は
、
本
当
に
情
け
な
い
顔
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
思

う
。

「
そ
ん
な
顔
し
な
く
て
も
大
丈
夫
よ
。
お
母
さ
ん

ね
、
仕
事
を
始
め
た
頃
か
ら
ず
っ
と〝
生
命
保
険
〟に

加
入
し
て
る
か
ら
。
手
術
代
も
入
院
費
も
、
こ
う

や
っ
て
会
社
を
休
ん
で
て
も
、
そ
の
分
の
生
活
費
を

カ
バ
ー
出
来
る
の
。
有
難
い
わ
よ
ね
。」

母
は
手
術
痕
を
さ
す
り
な
が
ら
笑
っ
て
言
っ
た
。
こ

の
頃
か
ら
だ
。

「
健
康
っ
て
普
段
、
ま
っ
た
く
気
に
留
め
な
い
け
れ

ど
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
改
め
て
健
康
の
有
難
さ

を
知
る
の
よ
。」

と
、
母
が
や
た
ら
に
言
い
出
し
た
の
は
…
…
。

健
康
な
と
き
は
、
そ
の
有
難
さ
に
気
付
か
な
い
。

ま
っ
た
く
そ
の
通
り
だ
。
病
気
や
事
故
と
い
う
の

は
何
も
、
な
り
た
く
て
な
る
も
の
じ
ゃ
な
い
し
、
起

き
て
ほ
し
く
て
起
こ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
偶
然
に

偶
然
が
重
な
っ
て
不
幸
に
も
そ
う
な
っ
て
し
ま
う

も
の
な
の
だ
。
誰
だ
っ
て
、
い
つ
も
幸
せ
で
あ
り
た

い
し
、健
康
で
い
た
い
。
当
た
り
前
の
感
情
な
の
だ
。

だ
け
ど
、
も
し
不
運
に
も
病
気
や
事
故
に
遭
っ
た
場

合
、
少
し
で
も
金
銭
的
に
安
心
し
た
い
と
思
う
の

が
、
人
の
思
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
家
族
が
い
れ

ば
な
お
さ
ら
、
そ
う
思
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
と
き
に
、
少
し
で
も
家
計
へ
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
に
相
互
扶
助
と
い
う
形
で
生
命
保
険
は
存
在

し
、
成
り
立
っ
て
い
る
。
健
康
な
と
き
に
は
、
健
康

の
有
難
み
に
気
付
い
て
い
な
く
て
も
、
こ
れ
か
ら
起

こ
り
う
る
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
生
命

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
な
の
だ
。

朝
顔
の
花
言
葉
は「
固
い
絆
・
愛
情
」だ
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
母
が
朝
顔
に
水
を
や
る
よ
う
に

僕
は
母
か
ら
沢
山
の
愛
情
を
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
水
は
、
母
か
ら
だ
け
注
が
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
周
り
の
人
た
ち
か
ら
も
沢
山
、
僕
に
注
が
れ

て
い
る
の
だ
。
愛
情
と
い
う
名
の
シ
ャ
ワ
ー
を
、
周

り
の
人
た
ち
か
ら
沢
山
浴
び
て
、
僕
は
ぐ
ん
ぐ
ん
と

成
長
す
る
。
朝
顔
の
ツ
ル
の
よ
う
に
…
…
。

「
ま
だ
、
ア
イ
ス
食
べ
て
る
の
？
お
腹
冷
や
さ
な
い

で
よ
。」

朝
顔
に
水
を
や
り
終
え
た
母
が
笑
い
な
が
ら
部
屋

に
入
っ
て
き
た
。
僕
は
、
最
後
の
一
口
を
慌
て
て
頬

張
っ
た
。

太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
い

て
い
る
朝
顔
が
、
僕
を
見
な
が
ら
笑
っ
た
。

《
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
？
》

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
中
学
生
を
対

象
に
、
文
部
科
学
省
、
金
融
庁
、
全
日
本
中
学
校
長
会

の
後
援
、
な
ら
び
に（
一
社
）生
命
保
険
協
会
の
協
賛
を

得
て
、
昭
和
38
年
よ
り「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生

命
保
険
」を
テ
ー
マ
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
賞

  

母
の
笑
顔
と
朝
顔
と 

 

兵
庫
県

小
野
市
立
旭
丘
中
学
校

三
学
年

廣
瀬

佑
宜

第54回（2016年度）中学生作文コンクール入賞作品の紹介 ジブラルタ生命保険株式会社 VOL.155



明けましておめでとうございます。昨年はイギリスのＥＵ離脱に始まり、世界的に常識にかからない出来事がたくさん起き
ました。日本でもまさかという築地市場問題とビックリものでした。今年は平穏な年になりますよう願っております。（塚脇）編集後記
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担当：能澤友佳
E-mail:nozawa@jfha.or.jp
担当：能澤友佳
E-mail:nozawa@jfha.or.jp

定期購読・書籍のご注文、お問い合わせは 公益社団法人日本食品衛生協会 公益事業部推進課まで
TEL 03-3403-2114 FAX 03-3403-2384 メールアドレス fukyuuka@jfha.or.jp

HACCPの活用で安全に

食品衛生教育シリーズから新刊本が出ました！

好評
発売中!!

■体裁：A5判 24ページ
■定価：308円（税込）
■発刊：2016年7月

■体裁：A5判 24ページ
■定価：308円（税込）
■発刊：2016年11月

◆執筆者◆
荒木 惠美子

1月号の内容
食と健康
食品衛生研究

■月刊「食品衛生研究」

■月刊「食と健康」
新春特集 食品等事業者に求められる食の安全
昨年も大規模食中毒の発生や食品の自主回収騒動などで揺れた食品業界。食品等事業者にとって大きな課題となって

いる「食の安全」の実現に向け、行政、学識経験者、食品等事業者、消費者それぞれの立場からお話しいただく巻頭特集。

◆牛海綿状脳症（BSE）国内対策の見直しにかかわる食品健康影響評価（健康と畜牛のBSE	検査の廃止）
◆E型肝炎の最近の動向
◆と畜場へのHACCP導入に向けての取組み	−と畜場および食肉衛生検査所へのアンケート調査−

発売中
ヒスタミンの食中毒を防ごう

カンピロバクターは、季節を問わず
１年を通して食中毒を起こす菌です。
また、カンピロバクターによる食中毒
の発生件数は、過去10年以上にわた
りノロウイルスによる食中毒となら
んでトップクラスとなっています。
本書では、カンピロバクター食中毒
の症状、原因食品、発生状況等につい
て、食中毒事例をまじえながらわかり
やすく解説しています。

改訂新版 カンピロバクターの食中毒を知ろう 発売中
≪食品衛生教育シリーズ≫

◆主な収載内容◆
①カンピロバクターってなに？
②どんな症状が出るの？
③どんな食品が原因になるの？
④もっとも多いカンピロバクター食中毒
⑤食中毒はこうしておこった
⑥どうすれば予防できるの？
●と畜場や食鳥処理場での注意点
●カンピロバクターQ&A

◆主な収載内容◆
・はじめに
・歴史にみる和食の安全
・ヒスタミンによるアレルギー様食中毒
・ヒスタミンの基準
・こうして起きた食中毒
・ヒスタミンを制御する５つのポイント
・HACCPとは
・HACCPの活用で和食を世界に

≪送料≫
１回のご注文が3,000円以上	→	サービス

3,000円未満	→	一律300円（ただし送付先が１か所の場合に限る）

≪送料≫
１回のご注文が3,000円以上	→	サービス

3,000円未満	→	一律300円（ただし送付先が１か所の場合に限る）

５つのポイントを
おさえましょう！

主に魚介類とその加工品を原因食品とするヒスタミン食中毒。これを防ぐには魚の
温度と時間の管理が重要で、HACCPでいう重要管理点（CCP）となります。魚を生で
食べる機会の多い日本人は、かつて経験的にその管理方法を実践し、食中毒を予防し
ていました。
本書では和食の歴史をHACCPの視点で振り返り、ヒスタミンの制御方法を５つの

ポイントに分けて解説しています。食品衛生業務に携わる方をはじめ教育担当者、食
品衛生を学ぶ方にぜひご活用いただきたい一冊です。


